
〈小学校理科部会〉

研究主題

「科学的な見方や考え方を養うための補充的な学習や発展的な学習の在り方」

研究の概要

児 童 一 人一 人 に科 学的 な 見方 や 考 え方 を養 うた めの補 充 的 な学 習 や発 展 的 な学習 の 在 り

方 にっ いて の研 究 開発 を行 うこ とに よって 、以 下 に示す4点 が 明 らか になった。

(1)補 充 的 な学習や発 展 的な学習 をf児 童 自身 が価 値 を見 いだす 学習 」 とと らえ るこ とで、

その在 り方 が明確 に なった。

(2>「 科 学的 な思 考」 を育て る こ とを意 図 して補 充的 な学習 や発 展的 な学習 を行 うこ とで 、

科 学的 な見 方や考 え 方 とい う多 様 な児童 の姿 を段 階的 に とらえ るこ とが できた。

(3)「 科 学的 な思考 」の観 点 を重 点化 したマ トリ ックスの作成 によ って、補 充的 な学習 や発

展 的 な学習 を構 想す る上 での視 点 が明 らか にな った。

(4)学 習指 導案 の形式 を工夫 す るこ とに よ って 、補 充 的 な学習や発 展的 な学習 につい て、児

童 の 姿や 指尊者 の支援 を明確 にす る こ とがで きた。

1研 究 の 目的

小 学校理 科 におい て、科 学的 な見方 や考 え方 を養 うため の補 充 的な学 習や発展 的 な学 習 を

構想す る上 での視 点 を明 らかにす る.そ れ に基 づ き、補 充的 な学習や 発展 的 な学習 を効果 的

に展 開す る方策 につい て研 究 開発 を行 う。

ll研 究 の 方 法

研究 仮説 を、「理科 にお け る補 充 的 な学 習や発 展 的な学習 の在 り方や 意 図す る資 質 ・能力 の

育 ちを明 らかに しなが ら、科 学的 な見方 や考 え方 を養 う学 習活動 を構想 す る ヒでの視 点 を見

いだ し、それ を有効 に活用 す る こ とに よって 、補 充 的な学 習や発展 的 な学習 の効果 的 な展 開

が可能 にな るだ ろ う」と設 定 した。仮説 について は授業検 証 し、成 果や課 題 を明 らか にす る。

皿 研 究 の 内 容

1科 学 的 な見 方 や考 え方 を養 うた めの 、個 に応 じた補 充 的な学 習や発 展 的な学習 の在 り方

小学校理 科の教 科 の特性か ら、補 充的 な学習や 発展 的な学 習 につ いては 、児童 自身が学 習の

中に 「補充 的な価 値」や「発展 的 な価値 」を見 いだ して いけ る活動 を設 定す る こ とが有 効で あ る。

科学 的 な見方や 考 え方 を養 うた めの補 充 的な学習 や発展 的 な学習 は、単 元の終 末 におい て展

開 し、そ の内容 は基礎 的 ・基 本的 な内容 の さ らな る定着 を 目標 とす る こ とが適 当で ある。

(1)小 学校 理 科の教科 の特性 を踏 ま えた補 充的 な学 習や 発展 的 な学 習の 在 り方

小学校 理 科 の 目標 につい て 、学習 指導 要領 では 「自然 に親 しみ 、見通 しを もって観 察 、

実験 な どを行 い、 問題 解決 の能力 と自然 を愛 す る心情 を育 て る とともに 自然 の事物 ・現 象

につ いて の理解 を図 り、 科学 的 な見方 や 考 え方 を養 う。」 と示 され てい る。 これ は 、 自然

とい う多様 で多彩 な事 物 ・現象 に対す る科学 的 な見方や 考 え方 を養 うため に、問題 解 決 の

能力や 自然 を愛す る心 情、 自然 の事物 ・現象 の理解 とい う側 面を大 切 にす る必要 に つい て

述べ た もの であ る。っ ま り、理科 の学 習 とは、小学 校学 習指 導要領解説 理 科編 に示 され て

い る とお り、 「児童 の既 有 して い る さま ざまな 自然 につ いて の素朴 な見方 や考 え方 を、観
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察 、実験 な どの問題 解決 の活動 を通 して、少 しず つ科 学的 な ものに変容 させ て い く営 みで

ある」 と考 え るこ とがで き る。

さらにその活 動 は、児 童 が 自然 の事物 ・現象 と出会 い、そ れ に興味 ・関心 を もち、 素朴

な見 方や 考 え方 を用 い なが ら問題 を見い だ し、 その解 決 方法 を考 え、企 画 した観 察 や 実験

な どを実行 し、得 られ た結果 を基 に相 互 に話 し合 う中か ら、 結論 と して科 学的 な 見方や 考

え方 をもつ よ うにな る とい う過 程 を経 る こ とで成 立す る もの で ある。 【図1】

【図1】 小 学校理 科の学 習 モデ ル

素朴な見方や考え方

(素朴概念)

問題解決の活動

科学的な見方や考え方

(科学的概念)

学習 を通 して培 った個 々の児 童の科 学的 な見方 や考 え方 は、闇題解 決 の能 力や 白然 を愛

す る心情 、 自然 の事物 ・現 象 の理解 な ど多 くの要 素か ら成 り立つ もの で あ り、 それ らの要

素 は互 い にかかわ り合 い なが ら常 に変容 してい く。そ れ ゆえ、一一時的 かつ 一而的 な見 取 り

に よって児 童 の科学 的な見 方や 考 え方 を類型化 す る こ とは容 易 ではな い。 つ ま り、 当初 か

らね らいの分 かれた活 動 を指導者 が設 定す るよ うな補 充的 な学習や発 展 的 な学習 の在 り方

で は、児童 の科 学的 な見方 や考 え方 につい て、そ の一 面 を とらえて伸 長 を図る こ とは でき

て も、塁礎 ・基 本の確 実 な定着 を図 り、それ を基 に、 自 ら学 び考 え る力 な どの 「確 か な学

力 」 をは ぐ くむ とい う 目的 を十 分 に達成 す るこ とは難 しい。

小 学校 理科 の補 充 的な学 習や発 展的 な学習 の在 り方 を教科 の特性 か ら考 える と、次 の よ

うにな る。

① 児 童が 単元の 学習 を通 して培 った 自然 につ いて の見方や 考 え方 を、観 察、実験 な ど

の 問題 解決 の活動 を通 して 、さらに高 次で科 学的 な ものに変容 させ てい く営 みで あ る。

② あい まいだ った部分 が明 らか にな る とい った 「補 充的 な価 値 」や 、 これ までの考 え

を基 に新 たな概 念 を作 り上 げて い くとい った 「発 展 的 な価値 」 を、児 童 自身 が学習 の

中 に見い だ し、確 か な学力 と して獲得 してい くもので ある。

(2)小 学校理 科 にお ける補 充 的な学 習や発展 的 な学習 の学 習過程上 の位 置付 けの在 り方

補 充的 な学習や 発展 的 な学習 を学習過程 上 の どの時期 に配置す るかに よ る、学習 が もつ

価 値 の違 い にっ いて 、「自然事象 へ の関心 ・意欲 ・態度 」「科学 的 な思考 」「観 察 ・実験 の技

能 ・表 現」「自然 事象 につ いて の知識 ・理 解」の4つ の観 点か ら分析 して み る と、次 の よ う
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にな る。 【表1】

【表1】 補 充 的 な学 習 、発 展 的な学 習 を行 う時期 と児 童に とっての価値

時期 観 点 補 充 的な学習 、発展 的な学習 がもっ価値

単元の学習

活 動を実施

する前

関 心 ・意欲 ・態 度 ・事象 についての興味 ・関心が喚起で きる

・児童の素朴な見方や 考え方が表出で きる

.既 得の観察 ・実験の方法について想起 で きる

.既 得の言葉や概念について、その意 味や 川例が確認 できる

科学的な思考

技 能 ・表 現

知 識 ・理 解

単元の学習

活動の途中

関心 ・意欲 ・態 度 。事象 に対す る興味 ・関心が侍続でき る

。科学的 な見方や考 え方が定着す る

。観察 ・実験の方怯、表現手段の習熟が図れ る
。事象の性質や規則性 について理解で きる

科学的な思考

技 能 ・表 現

知 識 ・理 解

単元の学 習

活動の終末

関 心 ・意欲 ・態 度 。 興 味 ・関心 が 広 が り、他 の 事 象 へ 転化 で き る
。 科 学 的 な見 方 や 考 え方 が さ らに定 着す る

。 観 察 ・実 験 方 法 、表 現 手段 の 習 熟や さ らな る定 着 が 図れ る

。 事 象 の性 質 や 規則 性 につ い て の 理堺 が広 が り、深 ま る

科学的な思考

技 能 ・表 現

知 識 ・理 解

上記 の よ うに、学 習指導 要領 のね らい を達成 す るために は、単元 の学習 を進 め る中で補 充

的 又 は発展 的 な指導 を して い くことが重要 で あ る。 しか し、児童 が 単元 の 学習 を通 して身

に付 けた科学 的 な見 方や 考 え方 を さ らに高 め、基礎 的 ・基本 的 な内容 の安 定 した定 着 を 目

指す とい う価 値 、 さらには 、学習 を通 して培 われ た科 学的 な見方 や 考 え方 が以 後 の学習 に

お け る児 童 の素 朴 な見方 や考 え方 となって い くこ とを考 えるな ら、補 充 的 な学 習や発 展 的

な学習 を単元 の終 末 に配置 す る こ とが 望ま しいだ ろ う。

以 上の こ とか ら、小 学校理 科 にお け る補 充 的 な学習や 発展 的 な学 習の 在 り方 を図 式化 す

る と次の よ うにな る。 【図2】

【図2)小 学校 理 科 に お け る補 充的 な学 習 や発展 的 な学 習

新 た な 学 習 内 容

個 に応 じた基礎 ・基 本のさらなる定着 「科学 的な見 方や考 え方 の高まり」
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2科 学 的な見 方や考 え方 を養 うための 補充 的な学 習 や発展 的な学 習が意 図す る資 質 ・能 力の

育ち

科学 的 な見方 や考 え方 を養 うための補 充 的な学習 や発 展的 な学習 につ いて は、「科 学 的 な思

考 」を育 て る ことを意 図 して行 うことが効 果的 であ る。

科学 的な 見方や考 え方 は、 自然 を愛 す る心情 、問題解 決 の能力 、 自然 の事 物 ・現象 につい

て の理解 の それ ぞれ が相互 にかかわ り合 って養 われ る もので ある。 そ して 、児童 が身 に付 け

た 科学 的な 見方や 考 え方 は 「自然 事象 へ の関心 ・意欲 ・態度 」 「科学 的 な思考」 「観 察 ・実験

の技能 ・表現 」 「自然事 象 につい ての知識 ・理 解」 の4つ の観 点 で評価 され る。

本研 究 において は、それ らの観 点 の 中か ら 「科 学 的 な思考 」 を重点化 し、その さらな る定

着 ・発 展 を 目指 す補充 的 な学習や 発履 的 な学習 を設 定 した。 そ の理 由につ いて は以下 に示す

とお りで ある。

.児 童 は、自らの科 学的 な見方 や考 え方 を、問題 解 決の活動 を通 じて高 めていく。自然 を愛 する

心 情も問題解決 の能 力も自然の事物 ・現象 についての理 解も、す べて問題 解決 の活 動を通じて

養 われるものである。その間題解 決 の活動 を進 める力 となるものが、「自然 事象 から問題 を見いだ

す 」「見 通しをもって解 決す る方 法を考 える」「得 られた結果 を考 察する」などの 「科 学 的な思 考 」

である。つまり、科 学 的な見方 や考 え方 の育ちは「科学 的な思 考」と密接 な関連 があり、「科 学的

な思考 」の高まりは科学 的な見 方や考 え方 の育ちを如 実 に反 映するものであること.

.各 学年 において身 に付 けるべき資質 ・能力 が明確化(第3学 年 「比較 」の能 力
、第4学 年 「要因

抽 出」の能力 、第5学 年 「条件 制御 」の能 力 、第6学 年 「多 面的 な追 究」の能 力)されていること。

・複 数の単元の終末 において同 じねらいをもって繰 り返 し活 動を設定 していけること
.

3補 充 的な学習 や発展 的 な学 習 を構想 す る上 で の視 点

本研 究 では、科 学的 な見 方や考 え方 を養 うた めの、個 に応 じた補 充的 な学 習や発 展的 な学

習 の在 り方 、 さらに補 充的 な学習 や発展 的 な学習 が意図 す る資質 ・能力 の育 ちを明 らか に し

た 上で 、各 学校 におい て 「科 学的 な思 考」 を高 め る補充 的な学習 や発 展 的な学習 を効 果的 に

展 開で きる よ う、学習 を構想 す る上で の視点 につ いて次 の よ うに考 えた。

問題 解決 の過 程 を 中心 と した 「科 学 的な思 考 」の観 点 を重 点化 し、「自然事 象 への 関心 ・

意 欲 ・態度 」、 「観 察 ・実験 の技能 ・表現 」、「自然事 象 につ いての知 識 ・理解」 の観 点 と関 連

させ なが ら学 習 内容 を構 成 し、 さらに児童 の実態 か ら焦 点化 を図 って い くこ とが 、補 充 的な

学習や 発展 的な学 習 を構想 す る上 での視 点 と して有効 で ある。

児童 が身 に付 けた科学 的 な見方や 考 え方は 「白然事象 へ の関心 ・意欲 ・態 度」「科 学的 な思

考」 「観 察 ・実験 の技 能 ・表現」 「自然事 象に ついて の知識 ・理解 」 の4つ の観 点 に よって 分

析 的 に見取 り、評価 され る。

単元 の終末 にお け る補 充的 な学習 や発展 的 な学習 を構想す る場 合 、そ の重 点 を 「科学 的 な

思考 の高 ま り」 とす るな らば 、そ のカ の伸 び は、 自然 事象へ の興 味 ・関心 の高 ま り、観 察 ・

実験 の技 能 な どの 定着、自然 事象 につ いて知識 ・理解 の定 着 な ど と相 互 に関連 す る。つ ま り、

指 導者 は単元 の終 末にお いて 、児 童 の興 味 ・関 心の方 向性 、技 能 面の定着 またはつ まず き、

概 念や用 語 につい ての理解 の度合 いな どを見取 り、 それ らの分 析 を基 に補 充的 な学習 や発 展
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的 な学習 を構想 す る必 要が あ る。

もち ろん、事象提 示 の工 夫や 、児 童の 自発的 な学 び合 い を うながす 情報 交換 の一場の設 定 、

「比較 」や 「要因抽 出 」 な ど 「科学 的 な思考」 に焦 点 をあてた発 問 な ど、指導者 の支援 につ

い て も補 充的な学 習や発 展 的な学習 を構想 す る際 の重要 な視点 とな る。

そ こで 、各 学年 にお ける補 充的 な学習 や発展 的 な学習 の内容 につ いて 、「科学 的 な思 考」の

項FIを 縦軸 と し、「自然事象 へ の関心 ・意欲 ・態 度 」「観察 ・実験 の技能 ・表現 」「自然 事象 に

つ いての知 識 ・理解 」 の3つ の観点 にか かわ る要素 を横軸 と したマ トリックス を基 に して考

える こ とに よ り、補 充 的 な学 習や発 展的 な学習 を構想 す る」二で の視点 を よ り明確 にで きるの

で はない か と考 えた。 【表2ユ

【表2】 補 充的 な学 習や 発展 的 な学 習 を構 想す る上 での視 点 第5学 年 「ものの とけか た」

関 心 ・意 欲 ・態 度 技 能 ・表 現 知 識 ・理解

3つ の観 点

科学的な思考
の観点

単 元 の学 習 後 の

児 童 の 興 味 ・関

心 に応 じることが

できる

学 習 した観 察 ・実

験 の技能 を適 用 ・

応 用 することがで

きる

爽感を通して考 え

を共 有 することが

できる

単元で学んだ知識

を確 か めたり、深

めたりすることがで

きる

濃度 の異なる2種 類 濃度の異なる2種 類 濃度の異なる2種 類
の食塩水を見分ける の食塩水 を見分ける グル ープ 内で情 報 の食塩水を見分ける

条 件 に着1ヨして計 両 活 動 は、児 童 の興 活 動 は 、食 塩 の定 交 換 す ることで 、条 ことで 、溶 けている食

的に追究する 味 ・関 心 に応 じ、条 量・や蒸 発 の技 能 を 件 に着 目して追 究 塩 の量 に着 目して

件 に着 目して追 究 使 って追 究 すること することができる 追究 することができ

することができる ができる る

壁的 変化や時 間的 変

化 をとらえ、問題 を解

決する

濃度 の異なる2種 類
の食 塩水を見分ける

活 動 は 、児 童 の興

味 ・関心 に応 じ、量

的 変化 をとらえ、問

題 を解 決することが

できる

→ 【 → → ← 一 」 汁nT

濃度 の異なる2種 類
の食塩水 を見分ける

活 動 は 、単元 の学

習 中 に行 った定 量

的な実 験 を再 度 行

い、問題を解 決する

ことができる

「

実験 計画 、考 察 時

に情報 交換すること

で、食塩 と水の関係

を量的 にとらえ、問

題 を解 決 することが

できる

濃 度の異なる2種 類

の食塩水を見分ける

ことで、水 や食 塩の

量的 な変化 に対 す

る知 識を塘 に、問題

を解 決 することがで

きる

濃度 の異なる2種 類

濃 度の異なる2種 類 の食塩水を見分 ける 濃度 の異なる2種 類
の食塩水を見分ける 活 動 は、単 元 の学 の食塩水を見分ける

多面的に追究する
活 動 は 、児 童 の 興

味 ・関 心 に 応 じ、工

習 中に行 った実験

方法をいくつか組み

ことで、単 元 中に学

ん だ 知 識 を 基 に

夫 した進 め方 で 追 合 わせ て実 験 を行 様 々な方 法 で追 究

究することができる い 、追 究 す ることが するこ.とができる

できる
一 一 一 ト ー 一 一 一

相互関係や規則性を

とらえ、問題 を解決 す

る

また 、 この視 点 を活 用 した学 習を構 想 し、授 業 にお いて その有効性 を検 証す るに当た り、

以 下の3点 の理 由か らB区 分の 内容 にっ い て取 り上げ る こ とと した。

・観察 、 実験 な どに よって仮 説 を検 討 でき る実証性 が得 やす い内容 で ある こ と

.同 じ条件'ドで は必ず 同 じ結 果が得 られ る とい う再現性 が得や すい 内容 であ る こ と

・多 くの人 々 と情 報を共有 でき る客観 性 が得 やす い内容 であ る こ と

一45一



4補 充的 な学習 や発展 的な学 習の指 導事例

(1)第3学 年 「豆 電球 にあか りをつ けよ う」に おけ る補充 的な学習 や発展 的 な学習

本 学 習で は、 豆電球2個 に明 か りがつ く回路 を作 り、1個 の とき と比較 し差異 点や共 通

点 に気付 いた り(「 補 充的 な価 値」)、差異点や共通 点 の要 因 を考えた り(「 発展的 な価値 」)

す るこ とをね らった。

■指導 の実際(1時 間)

「補 充的 な価 値」へ の支援 児童の活動 「発展的 な価値 」へ の支援

2こ のま め電 球 にあか りをつ けてみ よ う

これ までの学習 を学習シー

トで振 り返るよ う援助 した。

必 要 な材 料 や適 切な 回路 が

考 え られ な い児童 に は実際

に試 して よ い と援 助 した。

比較 した こ とが記録 で きて

いな い児 童 には 、単元 中の

学習 シー トを参 考 に して、

豆電球1個 の とき と比べ る

よ う援 助 した。

比較 す るた めに豆電球1個

の回路 を用 意 した。

明るさについて差異点や共通

点に着 目す るよう援助 した。

評価

02個 の 豆 電 球 に 明 か り が

っ く 回 路 図 を 考 え 、 回 路

を作 っ た 。

・2個 は 難 しい。

・2個 で も明 か りは つ く。
・1個 と 同 じ よ うに 明 か り

が つ い た 。

・他 に も回 路 を 作 れ た 。

児童が見いだ した「補充的な価値」

1個 の とき と同 じ よ うに 明 か

りが つ くこ とに気 付 く こ とが

豆電 球1個 の とき との比

較 を考 え るこ とや 、何 に

つ いて 比較す るのか 明確

にす るよ うに援助 した。

1つ の 回路 が完成 した児

童 には 、他 の回路 を考 え

るよ う援 助 した。

でき る

児童が見 いだ した「発展的な価値」

単 元 で の学 習 を基 に して 、 回

路 が 複 数 あ る こ とに気 付 く こ

とがで きる。

O回 路 を発 表 し 、 豆 電 球1

個 の 回 路 や 他 の 児 童 が 考

え た 回 路 と比 較 した。
・1個 の とき と明 る さが 同

じだ。

・1個 の とき よ り暗 い。
・2個 で も輪 に な っ て い る。

児童が見いだした 「補充的な価値」

比 敏 し、 明 る さの違 い や 共通

哀 些気 ゴ寸一く一こ一と強瀧で一き一る』一一一一一

児童が見いだ した「発展的な価値」

比 較 し、 明 る さの違 い の 要 因

を考 え る こ とが で き る。

白分 の回路 と他 の児童 の

回路 に明か りをつ けて比

較す るよ う援助 した。

2個 の豆 電球 に明か りをつ ける回路 を考 える ことがで きる。

・豆電 球2個 の回路を完成 させ 、1個 の とき と比 較 し、差 異点や 共通点 に気 付 く

とがで きる。
・自分 の考 えた回 路を完成 させ 、他 の回 路 と比較 し、差異 点や共 通点 の要 因を考

え るこ とがで きる。

[評価 方法]行 動観察 、発言 分析 、 ワー クシー ト分析
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■

但

「補 充的な価 値」への支 援 児童の活動 「発 展的 な価 値 」へ の支 援

空気 と水 を入 れ た とき の玉 の飛 び 方 を確 か め る実 験 の計 画 を 立 て て 調 べ よ う

マ ヨ ネ ー ズ の 容 器

に 空 気 が 入 っ て い

る 場 合 と 水 が 入 っ

て い る 場 合 の 飛 び

方 の 違 い を 実 際 に

見 せ な が ら確 認 で

き るよ うに した。

空 気 の 量 に 着 目 し

な が ら試 す よ うに

援 助 した。

実 験 の 見 通 し を 確

認 し、予想 が確 か め

られ な い こ とか ら、

足 りな い 部 分 を 考

え る こ と が で き る

よ うに した 。

実 験 の 内 容 を 図 で

示 す こ と で 考 え を

整 理 し説 明 す る こ

と が で き る よ う に

した。

評価

O空 気 の場 合 と水 の 場 合 の飛 び 方
の違 い を見 て確 認 した。
・空 気 だ けで は よ く飛 ぶ。
・水 だ けで は ほ とん ど飛 ば な い。

掲て立を錫予π飢に方

ロ

び
け
ば
と

し

い
飛
う

飛
だ
ち
ぶ

。少

て
が
思

の
気

い
飛
う
が

つ
方
と

玉
空
が
ん
思
水
入
る
ぶ

0

・

・

予 想 の 内 容 を 図 で

表 した り、順 序 立て

て 説 明 し た りす る

こ と で 考 え を 整 理

で き る よ うに した。

児 童 が見 いだ した 「補充 的 な価値 」

実際 の操 作 を通 して 、空気 の量 に着 目し

なが ら考 える こ とが で きる。

児 童が 見 いだ した 「発展 的な価 値」

空 気 の 量 と水 の 量 を関 係付 けな が ら考 え

る ことが でき る。

○ 予 想 を確 か め る 実 験 の 方 法 を 考
えた。
・水 の 量 を 変 え な が ら実 験 して み

る。
・水 が 半 分 の もの と入 っ て い な い も

の を比 べ るΩ

るて立

曲

を

側

恒

な

副

的

の

充

験
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実

「

た
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し
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溜V
力
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気

と
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空

こ

条 件 制御 に気 を付 け

な が ら実 験 方 法 を 考

え る こ とが で き る よ

うに援 助 した。

「
児童 が見 いだ した 「発展 的 な価値 」

条件 制御 に 気 を付 け なが ら、 実験 の 計画
を立 て 、 結 果 の見 通 しを もっ こ とが で き

る。

O実 験 結 果 か ら、水 と空 気 の 両 方 が

入 っ て い る 場 合 の 玉 の 飛 び 方 を

説 明 した 。
・空 気 の 量 が 多 い ほ ど 玉 は よ く 飛

ぶ 。

児童が見いだ した 「補充的な価値」
玉の飛び方 を、空気の量 と関係付 けなが
ら考えることができる。

「
児 童が 見 いだ した 「発展 的な価 値」

量 的 な 見 方や 条 件制 御 に気 を付 け た見 方

や 考 え方が で き る。

量 的 な見 方 を取 り入

れ た 考 え を して い る

場 合 は 、大 い に認 め

賞 賛 した。 実 験 の結

果 を確 認 し飛 び 方 の

説 明 を確 か め た。

玉 の飛 び方 を説 明す る こ とが で き る。
・実験 した結 果 か ら、 空 気 と関連 付 けて 判 断 す る こ とが で き る。
・実 際 の結 果 と 自分 の 立 てた 予 想 を考 え合 わせ

、定 量 的 な 考 え 方 を 取
り入 れ な が ら判 断す る こ とが で き る。

[評 価 方 法]行 動観 察 、発 言 分 析 、 ワー ク シー ト分析
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(3)第5学 年 「物 の溶 け方 」 にお ける補 充的 な学 習や発 展 的 な学 習
本 学習 では 、濃度 の異 な る2つ の食塩水 を見 分 ける実験 を 、条件 を制御 して計画 し、 そ
の結 果 を甚 に判 断 した り(「 補 充的 な価値 」)、条件 を制 御 し定 景的 な視 点 で計画 し、そ の

結果 を基 に多面 的 に判 断 した り(「 発展 的 な価値 」)す る こ とをね らった。
■41tSの,、2日

「発 的 な価 値 への 支 蓑児童 の活動「補 的な価 値 へ の支携

計画 を立 て、濃 い 一塩 水 か うす い 塩 水 か見分 けよ う

色で見分 けるな ど溶 けて
い る食 塩の量 に着 目して
いない場合 は、食塩 を限

界 まで水 に溶 か した学習
を ノー トを基 に振 り返る
よう援助 した。

蒸 発 させ る食塩 水 の量
を 童識 して い な い 場 合 、

具体 的 に何me蒸 発 させ

るか 、そ の 根 拠 は何 か

を 聞 い た。

グル・一プ内の情報交換 を

活性化 し、条仲制御 をよ

り確 実 に行 えるよ う、単

元末 にお ける 「科学 的な

思考」の評価 がAとBの

児童 を混在 させ た グルー

プ を作 った。

実験 の準備 が確 実にでき
て いるか、条件 に着 目 し
た 実験が技能 としてでき
ているか、安全 面の配慮
が で き て い る か を見 取
り、援 助 した。

実験が うま くいかないグ
ループ には、何 が原 因な

の か考 えた り、情報 交換
した りす るこ とで、条件

制御 や技能 の問題 点を解
決す るよ うに援助 した。

評価

O様 々 な 見分 け方 を考 え個 々
で実験 計 画 を立てた。
・同量 の重 さを測 定す る。
・水 を蒸 発 させ 析 出す る食 塩

の重 さを測 定す る。
・飽 和 す る ま で に加 え る食 塩

の重 さを測定す る。
・冷却 し析 出す る食 塩 の 重 さ

一一を測定一す る』
児童が見いだ した 「補充的な価値」1

　

食塩の 量 と水の量や温度、質量保 存1

』モ養 目一レ去 当掴i適 肚 整 鮎.一 一一一li、

濃い食塩水、薄い食塩水の見

分け方を、理由 とともに複数
考え、学習シー トに書 くよ う
援助 した。

条件制御や定量的な視点を基

に実験の計画が され、結果へ

の見通 しをもっているか とい

う観点で見取 り、援助 した。

児童が見いだ した 「発展的な価値」

食塩の量 と水の量や温度 、質量保存
、_脚 慰 炉

に着 国し見 分け方 を複数考えた り、

組み合 わせた りすることで、多面的

上モ解決方塾 圭考 左φ.;.ζ塑 コき一否』一一

O個 々 の考 えを基に 見分 け

方 グル ープ で計画 を立 て
遣究活動 を行 った。 灘
・実験 に使 う食塩 水 の量 を

決 め た。
・加熱 や 冷却 の条件 を同 じに

した。
・容 器 の 重 さや析 出 した食 塩

の定 量の方 法 を決 めた。
・蒸発 させ た り冷 却 させ た り

し食 塩 の析 出量 を測定 した。

=旦 量取L.重 豊 を測定L亙 叱
児 童 が 見 い だ し た 「補 充 的 な 価 値 」

条 佳 脱 御 一跡=な 豊 ζし。一一__._一 一一一一一

難灘

児童が見いだ した 「発展的な価値」

条件制 御がで き、単元の学習 を晶 に

結果についての見通 しをもつ ことが

できる。

○ 結 果 を基 に、濃 い食 塩 水 か

薄い食 塩水 か を判 断 した。
・同 量取 っ た食塩 水 の 重 さ も

重 い し、 出て きた食 塩 の 重
さ も8g重 か った。

児童が見いだした 「補 充的な価値」1

条 件 とともに結果を考えることがで1

宣 益叱 」

児童が見いだした 「発展的な価値」;

撫 な結果を組み合わせて多醐 にi

考 え る一;一と塑 コ 豊 る』一一一一一.一..一...」

覇
藍

条件制御 し、定量的な視点 で

実験できるよ う、実験の計 画
をホ ワイ トボー ドに書 き、計

画 の立て方や内容 にっいて情

報交換するよ う援助 した。

条件制御 し、定量的な実験 が
行 われ ているか、安全面の配
慮 ができているかを見取 り、
援助 した。

他 のグループの結果 も参考に

して、結果について多面的に

考察するよう援助 した。

濃 いFILか 薄 い!ノ か を 見 分 け る こ とが で き る。
・見 分 け方 の 実 験 を条 件 を制 御 して 計 画 し、そ の 結 果 を 基 に判 断 す る こ と が で き る。
・見 分 け 方 の 実 験 を 条 件 を 制 御 し、 定 量 的 な 視 点 で 計 画 し、 そ の結 果 を基 に 多 面 的

に判 断 す る こ とが で き る。 亜 一 汁 か..数 ヌー雪ノ._渚 ぐ_△.
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(4)第6学 年 「水 溶液 の性質 」 にお ける補 充的 な学 習や発 展 的な学習

本 学習 では 、正体 が明 らかで ない5種 類 の水 溶液 を見分 け るため、複数 の方 法 を考 え、

そ の結果 を基 に水溶液 の正 体 を判 断 した り(「 補 充的 な価値 」)、 そ の結 果 を関連付 け論

理的 に判 断 した り(「 発展 的 な価値 」)す る こ とをね らった.

■指 導の実 際(2時 間)

「 ・tmi首 へのw 止 の苛 「 ・な 直 への+

計 画 を立 て 、5種 類 の水溶液 の正体 を明 らか に しよ う

自分のカだけで方法を見
通す ことに とどまってい
る児童 には、情報交換す
るよう援助 した。

思い付いた方法で行 う理
由がす ぐに答え られなか
った児童には、学習シー

トを振 り返 るよう援助 し
た。

実験が安全に行われてい

るか、実験の手順でつま

ず いていないか とい う観

点 で見取 り、援助 した。

自分 の行った実験の結果

に自信が もてない児童 に

は、友達 の結果を参考に

す るよ う援助 した。

お互いの結果を基に、水

溶液の正体 について話 し

合 う場 を用意 し、必要に

応 じて個別に考えを聞い

た。

評価

05種 類 の 正 体 を 明 らか にす る

た め の 方 法 を考 え た 。
・す ぐ に 思 い 付 か な い 。
・リ トマ ス 紙 で 見 分 け る。
・蒸 発 させ て 見 分 け る

。

児童が見いだした 「補充的な価値」1

既習 の 内容 を振 り返 り、方 法i
」

の 一根 拠 一を も=つ一こ とカミで き.盗 。一」

方法をす ぐに思い付いた児

童 には、なぜ その方法 を行

うのか質問 し、大いに認 め

賞賛 した。

複数の方法 を思い付いた児
童には、 どんな順序で行 う
のか質問 し、大いに認め賞

賛 した。

児童が見いだ した 「発展的な価値」

複 数 の 方 法 を考 え 、 そ の 方 法

の 順 序 の根 拠 を もつ こ とが で

き る。

O自 分 の考 えた方 法 で実験 を行

い、 その結果 を基 に5種 類 の

水溶 液 の正体 を判断 した。
・それ ぞれ の水溶 液 を蒸発

させ た。
・リ トマ ス紙 を使 って性質 を

調 べ た。

・Aは 塩 酸 だ よ
。 だ っ て 、

酸 性 だ し、蒸 発 させ た ら

何 も残 ら な か っ た し、 に

お い が あ っ た か ら。

1児童が見いだした 「補充的な価値」

腹 数 の結 果 を某 に 判 断 す る こ

1と が で ざ る9

児童が見いだ した 「発展的な価値」1

複数 の結果 を関連 付 け、論理i
　

宣江に、半∬」型tづ:る こ と=カミで き るq-一.一 一一:

児童が主体的に自分の思い

付いた実験方法 を行えるよ
う、実験道具を十分に用意
した。

実験が安全に行われている
か、 どんな実験を行ってい

るか、 どれ くらいの実験 を

行 っているか とい う観点で

見取 り、援助 した。

自分の行 った実験の結果を

情報掲示板に掲示す るよ う
援助 した。 また、必要があ

れば、友達の結果を参考に
してもよいことを援助 した

どれ くらいの結果を基に判

断 したのかを問い返 した り

参考に した友達の考えを聞
いた りして、考えを振 り返

るよう援助 した。

5種 類 の水溶液 の正 体 を見分 け るこ とがで き る。
・複数 の方法 を用 い、 その結果 を基 に判断す る ことがで き る。
・意 図 した複数 の方 法 を用 い

、その結 果 を関連付 け論 理的 に判断 す る こ とが

で き る。

[評価 方法]行 動 観 察、発 言分析 、 ワー クシー ト分析
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IV研 究 の 成 果 と課 題

本 研 究 開発 では、①小 学校 理 科 の教 科 特性 、② 学習 過 程 上の位 置付 け、③ 学習 が意 図す る資

質 ・能 力の育ちなどから、科 学的 な見方や 考え方を養 うための補充 的な学習 や発 展的 な学 習を構 想

する上 での視 点を明らかにしてきた。また、各 学年 のB区 分 の内容 においてこの視 点 を活 用 した学習

を構 想し、実践授 業 によって検 証 してきた。その結果 、以 下のような成 果と課題 が明 らかになった。

1研 究の成 果

(1)科 学 的 な見方や考 え方 を養 うため の補 充的 な学 習や発 展 的な学習 につ いて、「児童 自身

が価値 を見 いだす学 習1と と らえる ことで、その 在 り方 が明 らか にな る、

例 えば、6年 「水溶 液の性 質 」の補 充的 な学 習や発 展的 な学習 においては、「5種類 の水溶 液の 同

定 」という活 動 を設 定 した。その活動 の中 に、ある児童 は、これまであいまいだった液性 につ いての概

念 がより明らかになるといった 「補 充 的な価 値 」を見いだし、また、ある児童 は、単 元の学 習で学 んだこ

とを基 に、解 決への見通 しを明 らか にしながら活動 に取 り組 むといった「発展 的な価値 」を見いだした。

当初 から「発 展 」・「補 充」とねらいの分かれた複 数 の活 動ありきの設 定 をするのではなく、学 習の 中

に児 童 自身が 「補 充 的な価 値 」や 「発 展 的な価 値」を見 いだしていける活 動を設 定することが、より確

かな学びのカ の獲 得 につながり、科 学的な見方や考 え方を養 うために重要である。

(2)「 科学 的な思考 」 を育 て る こと を意 図 して補 充的 な学 習や発展 的 な学習 を行 うこ とで、

科学 的な見 方や考 え方 とい う多様 な児童 の姿 を段階 的 に とらえる ことがで き る。

本研 究 では、補 充 的な学 習 や発 展 的な学習 の意 図を「科 学 的な思 考の高 まり」とした。例 えば、5

年 「ものの溶 け方 」の「濃 い食 塩 水か薄 い食 塩水 かを見分 ける」という活動 において、条件 に着1三1しな

がら解 決方 法 を複 数 考え、複 数 の実験から得 られ た結 果 について考 察 し、結 論 を導き出 している児

童 がいた。この児童 の姿を「科 学的な思 考」をよりどころとしてとらえていくことにより、「多 面的 に解 決す

るカ」の育 ち、すなわち「「発展 的な価値 」を見いだしている児童 の姿」として具 体化することができた。

(3)「 科学 的な思考 」の観 点 を重 点化 したマ トリックスの作 成 によ って 、補 充 的 な学 習 や発

展的 な学習 を構想 す る上 での視 点が 明 らか にな る。

各 学年 における補 充的 な学習や発展 的な学習 の内容 について、「科学 的な思考 」の要 素 を縦 軸 に、

「自然事 象への関心 ・意欲 ・態度 」「観 察 ・実験 の技 能 ・表 現」「自然 事象 についての知識 ・理解 」にか

かわる要 素を横 軸 にしたマトリックスを作成 し、活用 することで、学習の意 図を明確 にしたり、支援 を具

体 化したりするなど、補充 的な学 習や発展的 な学習を構 想す る」二での視 点を明確 にできた。

(4)学 習指導 案の 形式 を工 夫す るこ とに よ って、補 充 的 な学 習や発 展 的な学 習 につ い て、

児童 の姿や 指導者 の支 援 を明確 化す る ことが で きる。

学習指 導案 は、児 童の活動 及 び 「補充 的な価値 」や 「発展 的 な価値 」を見いだしている児 童の姿を

中心とし、その際 の指 導者 の支 援を「補充 」・「発展 」とに分 けて左右 に併 記した。こうすることで、活動

中の児 童の状況をより的確 に見取 り、児 童が見 いだす価 値 に応 じた支援 を計画することができた。

2今 後の課題

補 充的 な学習や発 展 的な学 習の 中で、児童 自身 が 「補 充的 な価 値 」や 「発 展的 な価値 」に気 付 い

ていくためには、児童 自身 の 自己評 価 能力 を高 めることが重 要 である。児 竜 の 自己評価 能 力を高 め

る具 体的な方策 について、今 後、研 究開発 していく必 要 がある。
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